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この「変革的『形成的』評価」を実践するにあたって三宅は，学びの成果についての表 1 の通り 4
つの評価軸を定めた。そこで「変革的『形成的』評価」を実践するために私は，この評価軸を表 2 の
ように置き換えて設定し，評価観点を“コミュニケーション力”“コラボレーション力”“イノベーシ





表１ 評価軸 表２ 評価軸の具体案 表３ 評価観点の具体案 























小学校 5 年生の１クラス（男子 8 名，女子 9
名，計 18 名）を対象に体育科の陸上運動領域で
走り高跳び単元での実践を行った。単元の流れは






























は 18 名中 17 名であった。この 17 名の中で，概念変














ことから，この 2 つの能力は育成することができたと言えると考える。 















表 5 A 児概念変化
の例 
表 6 概念変化メタ認知の例 
 
 

















































 3 つ目は，「変革的『形成的』評価」を活用することで学びの質の向上と 3 つの能力を育成するこ
とができたことである。 
⑵課題 
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